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平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け

る
午
年
生
ま
れ
は
、
真
室
川
町
で
は
、

７
３
０
人
（
男
性
３
４
３
人
、
女
性

３
８
７
人
）
で
、
総
人
口
８
、
７
６

０
人
に
占
め
る
割
合
の
８
・
３
％
で

す
（
町
民
課
調
）
。
全
国
で
は
、
９

５
８
万
人
で
、
総
人
口
１
億
２
、
７

２
２
万
人
に
占
め
る
割
合
の
７
・
５

％
と
な
っ
て
い
て
、
十
二
支
別
の
人

口
で
は
、
最
も
少
な
い
12
番
目
と
な

っ
て
い
ま
す（
総
務
省
統
計
局
調
）。 

　
午
年
生
ま
れ
の
有
名
な
人
物
に
は
、

日
中
国
交
正
常
化
な
ど
政
治
課
題
に

対
応
し
た
田
中
角
栄
氏
、
昨
年
話
題

に
な
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
で
主
人
公
天

野
ア
キ
の
母
、
天
野
春
子
役
を
演
じ

た
小
泉
今
日
子
さ
ん
が
い
ま
す
。 

　
過
去
の
午
年
の
出
来
事
に
は
、
王

貞
治
選
手
の
８
０
０
号
ホ
ー
ム
ラ
ン

達
成
（
昭
和
53
年
）
、
大
学
入
学
試

験
で
セ
ン
タ
ー
試
験
開
始
（
平
成
２

年
）
、
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
が
日
本
と
韓

国
で
合
同
開
催
（
平
成
14
年
）
が
あ

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
豊
か
に
幸
福
に
満
ち
た
平
成
26
年
の
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
楽
天
が
球
団
創
設
９
年
目
で
日
本
一
に
輝
き
、
震
災
を
受
け
た
東
日
本
の
人

達
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
中
が
元
気
に
な
り
ま
し
た
。 

　
国
に
お
い
て
は
、
安
倍
政
権
の
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
効
果
に
よ
る
、
公
的
年
金
を
運
用

す
る
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
の
運
用
益
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
挙

げ
、
政
策
の
成
果
を
強
調
し
て
い
ま
す
。 

　
景
気
の
動
向
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
成
果
の
状
況
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
進
捗
状
況
、
４
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
ア
ッ
プ
、
異
例
と
さ
れ
る
安
倍
首
相
の
経
営
者
に
対
す
る
賃

金
増
要
請
等
の
影
響
が
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
か
で
は
不
透
明
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
震
災
対
策
も
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
復
興
状
況
の
格
差
が
生
じ
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
一
日
も
早
く
安
心
で
安
全
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
最
善
の
努
力
が
望
ま
れ

ま
す
。 

　
町
で
は
、
第
５
次
総
合
計
画
で
定
め
た
将
来
像
を
目
指
し
、
各
施
策
を
行
っ
て
ま
い
り

恵
方
は
東
北
東 
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新
年
に
あ
た
っ
て 

り
ま
し
た
。
今
年
は
、
消
費
税
が
５

％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
陰
陽
五
行
で
は
、「
甲
午（
き
の
え

う
ま
）
」
の
年
。
十
干
の
「
甲
」
の

字
は
陽
の
木
、
「
午
」
は
、
陽
の
火

で
す
。
こ
の
二
つ
の
要
素
は
お
互
い

に
影
響
を
与
え
合
う
と
さ
れ
て
い
て
、

順
送
り
に
相
手
を
生
み
出
す
「
相
生
」

と
い
う
陽
の
関
係
で
す
。 

　「
午
」
と
い
う
漢
字
は
、「
つ
き
あ

た
る
」
「
さ
か
ら
う
」
の
意
味
を
あ

ら
わ
す
「
忤
」
か
ら
来
て
い
ま
す
。

邪
悪
な
も
の
に
拮
抗
し
、
抵
抗
す
る

と
こ
ろ
か
ら
逆
ら
う
の
意
味
に
な
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
「
午
」
は
十
二
支
の
七
番

目
に
な
り
、
十
二
支
の
動
物
と
し
て

馬
が
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
馬
は
「
物

事
が
う
ま
く
い
く
」
「
幸
運
が
駆
け

込
ん
で
く
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
縁

起
の
い
い
動
物
で
す
。
昨
今
は
、
困

難
な
こ
と
を
感
じ
る
場
面
が
多
く
な

っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
縁

起
の
い
い
動
物
で
あ
る
馬
に
あ
や
か

っ
て
、
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
乗
り

越
え
ら
れ
る
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
す
。 

　
農
業
振
興
と
し
て
、
コ
メ
の
良
質
米
生
産
を
基
本
と
し
た
米
と
園
芸
作
物
や
畜
産
に
よ

る
複
合
経
営
を
推
進
し
、
農
業
所
得
を
向
上
す
る
た
め
に
、
ほ
場
整
備
事
業
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。 

　
６
次
産
業
化
を
推
進
し
、
新
た
な
発
想
・
視
点
に
よ
る
商
品
開
発
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
い
、
新
た
な
産
業
の
創
出
と
所
得
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

福
祉
分
野
で
は
負
担
軽
減
等
各
種
施
策
を
継
続
し
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策

定
し
、
保
育
所
、
こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
が
連
携
す
る
体
制
を
整
備
し
、
子
ど
も
が 

『
生
き
る
力
』
を
身
に
つ
け
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
住
環
境
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
建
築
業
を
中
心
と
し
た
町
内
経
済
へ
高
い
波
及
効
果
が

生
ま
れ
て
い
る
住
環
境
快
適
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

防
災
体
制
と
し
て
、
各
種
施
設
の
整
備
の
ほ
か
、
自
助
・
共
助
・
公
助
が
互
い
に
連
携
す

る
た
め
、
も
し
も
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
体
制
を
組
織
化
す
る
「
自
主
防
災
組

織
連
合
会
」
の
立
ち
上
げ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
む
ろ
が
わ
大
使
、
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
躍
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活

用
に
よ
る
攻
め
の
Ｐ
Ｒ
で
真
室
川
町
の
認
知
度
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
町
民
が
安
全
・
安
心
し
て
将
来
に
希
望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
誠
心
誠

意
、
全
力
で
町
政
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
新
年
の
門
出
に
あ
た
り
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。 
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